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第 号

　日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に携

たずさ
わっているみなさんがこのことばを耳

みみ
にしたとき、い

ったい何
なに
を連

れん
想
そう
するのでしょうか。また、もしもこれが「スタンダード日

に

本
ほん
語
ご
」という語

ご
順
じゅん
になったらどうでしょうか。後

あと
のそれは、たとえて言

い
え

ば「標
ひょう
準
じゅん
語
ご
」や「共

きょう
通
つう
語
ご
」がもつ意

い
味
み
や役

やく
割
わり
に近

ちか
いものです。しかし、話

わ

題
だい
の「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
スタンダード」、つまり国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
がいま取

とり
組
く
んでい

るのは、日
に
本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶ人

ひと
や教

おし
える人

ひと
が、どのような過

か
程
てい
（プロセス）を経

へ

てそれぞれの目
もく
標
ひょう
（ゴール）に達

たっ
するのか、導

みちび
くのかという「標

ひょう
準
じゅん
的
てき
」で

「体
たい
系
けい
的
てき
」な方

ほう
法
ほう
論
ろん
を整

せい
備
び
しようということなのです。ですから、標

ひょう
準
じゅん
的
てき

なアクセントやイントネーションが固
こ
定
てい
されたり、また語

ご
彙
い
や漢

かん
字
じ
の数

かず
が

制
せい
限
げん
された日

に
本
ほん
語
ご
を公
おおやけ
に決

き
めたりしようということではありません。

１．現
げん
在
ざい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
方
ほう
法
ほう
論
ろん
の問

もん
題
だい
点
てん

　もちろん、外
がい
国
こく
語
ご
の教

きょう
育
いく
は今

いま
にはじまったわけではなく、ずいぶん昔

むかし
か

ら行
おこな
われていて、それぞれの時

じ
代
だい
の要

よう
請
せい
に応

おう
じて、いろいろな方

ほう
法
ほう
論
ろん
が考

かんが

えられ、また教
きょう
材
ざい
も工

く
夫
ふう
されてきました。たとえば、学

がく
習
しゅう
段
だん
階
かい
については、

「入
にゅう
門
もん
」や、｢初

しょ
級
きゅう
｣ 、「中

ちゅう
級
きゅう
」、「上

じょう
級
きゅう
」という分

わ
け方

かた
があります。しかし、

それぞれの分
わ
け方

かた
は、必

かなら
ずしも一

いっ
定
てい
不
ふ
変
へん
ではなく、また合

ごう
理
り
的
てき
でもないこ

とを、実
じつ
はみなさんが一

いち
番
ばん
よく知

し
っていると思

おも
います。分

わ
かっているよう

で分
わ
からないのは、「入

にゅう
門
もん
」と「初

しょ
級
きゅう
」との違

ちが
いですし、それぞれの「級

きゅう
」
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「日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

スタンダード」とは？
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
事
じ
業
ぎょう
部
ぶ
  企

き
画
かく
調
ちょう
整
せい
課
か
長
ちょう
　嘉

か
数
かず
勝
かつ
美
み
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　国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
は、「日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう
育
いく
スタンダード」の構

こう

築
ちく
をめざして、2005年

ねん
度
ど
に

日
に
本
ほん
で3回

かい
の国

こく
際
さい
ラウンド

テーブルを開
かい
催
さい
し、国

こく
内
ない
外
がい

の日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
、言

げん
語
ご
、及

およ
び

言
げん
語
ご
政
せい
策
さく
専
せん
門
もん
家
か
とともに検

けん

討
とう
を続

つづ
けています。この記

き

事
じ
では、海

かい
外
がい
で日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に携

たずさ
わるみなさんに、この「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
スタンダード」

についてお伝
つた
えします。

3 月
がつ
25 日

にち
に東

とう
京
きょう
で行

おこな
われた第

だい
3 回
かい
ラウンドテーブル（公

こう

開
かい
シンポジウム）には 340 名

めい
余
あま
りの参

さん
加
か
がありました。

「日本語教育スタンダード」とは？
■ 表紙・特集 ………………………………… 1

日本語事業部企画調整課長　嘉数　勝美
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の間
あいだ
の境

きょう
界
かい
線
せん
がどこであるのか、いつもみなさんを悩

なや

ませているはずです。

　｢日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
｣ で使

つか
われている「１級

きゅう
」から「４

級
きゅう
」までの「級

きゅう
」も、見

み
方
かた
によれば、上

じょう
記
き
の「初

しょ
級
きゅう
」、

「中
ちゅう
級
きゅう
」、「上

じょう
級
きゅう
」という考

かんが
え方

かた
と似

に
ていて、「級

きゅう
」別

べつ
に

平
へい
均
きん
学
がく
習
しゅう
時
じ
間
かん
や、習

しゅう
得
とく
した文

も
字
じ
（主

おも
に漢

かん
字
じ
）の数

かず
などを、

ある程
てい
度
ど
の標

ひょう
準
じゅん
としています。その意

い
味
み
では、「初

しょ
級
きゅう
」

⇒ ｢中
ちゅう
級
きゅう
｣ ⇒「上

じょう
級
きゅう
」というおおざっぱで感

かん
覚
かく
的
てき
な分

ぶん

類
るい
よりは、よほどしっかりできています。しかし、そ

れでもなお、下
した
の「級

きゅう
」から上

うえ
の「級

きゅう
」への移

い
行
こう
に

なめらかな連
れん
続
ぞく
性
せい
がないという指

し
摘
てき
もあるのです。ま

た、教
きょう
授
じゅ
法
ほう
については、伝

でん
統
とう
的
てき
な「文

ぶん
法
ぽう
・訳

やく
読
どく
教
きょう
授
じゅ
法
ほう

（Grammar Translation Method）から、より実
じっ
際
さい
的
てき

な ｢ 自
し
然
ぜん
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
（Natural Approach）｣ や「直

ちょく
接
せつ
教
きょう
授
じゅ

法
ほう
（Direct Method）」が生

う
まれ、そしてコミュニケ

ーション能
のう
力
りょく
を重

じゅう
視
し
した「コミュニカティブ言

げん
語
ご
教
きょう
授
じゅ

法
ほう
 （Communicative Approach）」などさまざまな方

ほう

法
ほう
論
ろん
が考

かんが
え出

だ
されてきました。一

ひと
つひとつは、それぞ

れの特
とく
長
ちょう
をもっていますが、しかしこれらの教

きょう
授
じゅ
法
ほう
が

学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

別
べつ

の指
し

導
どう

や達
たっ

成
せい

目
もく

標
ひょう

と   合
ごう

理
り

的
てき

に組
く

み合
あ

わさ

れてきたとは必
かなら
ずしも言

い
えないのです。

　特
とく
に、外

がい
国
こく
語
ご
としての日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
は、英

えい
語
ご
やフラン

ス語
ご
などと比

くら
べればその歴

れき
史
し
も経

けい
験
けん
も浅

あさ
く、多

おお
くの専

せん

門
もん
家
か
や関

かん
係
けい
者
しゃ
が懸

けん
命
めい
にいろいろな工

く
夫
ふう
をしてきたので

すが、海
かい
外
がい
での学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が急

きゅう
激
げき
に増

ふ
え、その年

ねん
齢
れい
層
そう
や、

学
がく
習
しゅう
動
どう
機
き
や目

もく
標
ひょう
が多

た
様
よう
化
か
するに伴

ともな
って、「だれが」、「ど

こで」、「どんな」対
たい
象
しょう
に当

あ
たっても、それぞれのゴー

ル（目
もく
標
ひょう
）にうまく導

みちび
くための理

り
論
ろん
的
てき
で体

たい
系
けい
的
てき
な方

ほう
法
ほう

論
ろん
が不

ふ
十
じゅう
分
ぶん
であることに気

き
がついたのです。ここで言

い

う不
ふ
十
じゅう
分
ぶん
とは、一

ひと
つひとつに問

もん
題
だい
や課

か
題
だい
があるという

ことではありません。対
たい
象
しょう
や範

はん
囲
い
の限

かぎ
られた個

こ こ々
の教

きょう

育
いく
現
げん
場
ば
では、それでも一

いっ
定
てい
の成

せい
果
か
を挙

あ
げているという

ことはありますが、それぞれの結
むす
びつきに一

いっ
定
てい
の方

ほう
針
しん

や方
ほう
向
こう
性
せい
が見

み
られず、また学

がく
習
しゅう
成
せい
果
か
を測

そく
定
てい
・評

ひょう
価
か
する

手
しゅ
法
ほう
もまだ十

じゅう
分
ぶん
に整

せい
備
び
されていないということです。

２．日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の国

こく
際
さい
性
せい

　しかし、さまざまな国
くに
や地

ち
域
いき
の、さまざまな学

がっ
校
こう
教
きょう

育
いく
制
せい
度
ど
の中

なか
での日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の基

き
盤
ばん
づくりを支

し
援
えん
するこ

とを目
もく
的
てき
とする基

き
金
きん
にとって、そのような問

もん
題
だい
や課

か
題
だい

をそのままにしておくことは、望
のぞ
ましいとは言

い
えませ

ん。基
き
金
きん
による日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
事
じ
業
ぎょう
は、設

せつ
立
りつ
以
い
来
らい
一
いっ
貫
かん
して

一
ひと
つひとつの要

よう
望
ぼう
や実

じつ
情
じょう
に応

おう
じて行

おこな
われてきましたが、

先
さき
にも述

の
べたとおり、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の急

きゅう
速
そく
な国

こく
際
さい
的
てき
な広

ひろ

がりと多
た
様
よう
化
か
を目

ま
の当

あ
たりにして、もはや今

いま
までのよ

うな方
ほう
法
ほう
論
ろん
では、めまぐるしい変

へん
化
か
に追

お
いつけないの

ではないか、という「気
き
づき」がありました。また、

この国
こく
際
さい
的
てき
な状

じょう
況
きょう
から、文

も
字
じ
どおり、国

くに
の違

ちが
いや学

がく
習
しゅう

環
かん
境
きょう
の違

ちが
いを超

こ
えて、日

に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
育
いく
や学

がく
習
しゅう
を通

つう
じてお

互
たが
いに通

つう
じるところや、影

えい
響
きょう
し合

あ
うところがあること

も知
し
られてきて、日

に
本
ほん
語
ご
そのものに国

こく
際
さい
性
せい
があるのか

ないのかという議
ぎ
論
ろん
よりも、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
そのものの国

こく

際
さい
性
せい
が「熱

あつ
い話

わ
題
だい
」となってきているのです。

　言
げん
語
ご
教
きょう
育
いく
の国

こく
際
さい
性
せい
というと、国

こく
内
ない
や地

ち
域
いき
での多

た
言
げん

語
ご
化
か
が明

あき
らかなアメリカやオーストラリア、そしてヨ

ーロッパでの取
とり
組
く
みに注

ちゅう
目
もく
すべき動

うご
きがあることに、

おそらくみなさんも思
おも
い当

あ
たるでしょう。アメリカ

やオーストラリアでのそれは、一
ひと
つの国

くに
の中

なか
で、ヨ

ーロッパでのそれは、言
げん
語
ご
の異

こと
なる国

くに ぐ々に
による共

きょう
同
どう

体
たい
という枠

わく
組
ぐ
みの中

なか
で、複

ふく
数
すう
の言

げん
語
ご
教
きょう
育
いく
の間

あいだ
で共

きょう
有
ゆう
す

る「共
きょう
通
つう
」の方

ほう
法
ほう
論
ろん
を持

も
とうということなのです。こ

の考
かんが
え方

かた
でもっとも重

じゅう
要
よう
なことは、特

とく
定
てい
の言

げん
語
ご
に特

とく
別
べつ

な地
ち
位
い
や権

けん
威
い
を与

あた
えないということですが、まさにそ

の具
ぐ
体
たい
化
か
として、学

がく
習
しゅう
法
ほう
や指

し
導
どう
法
ほう
、到

とう
達
たつ
目
もく
標
ひょう
（成

せい
果
か
）

の評
ひょう
価
か
や認

にん
定
てい
に「共

きょう
通
つう
枠
わく
」を設

せっ
定
てい
することが実

じつ
現
げん
され

たのです。日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の国

こく
際
さい
性
せい
の強

きょう
化
か
についても、こ

れを参
さん
考
こう
にしつつ、またこれまでの蓄

ちく
積
せき
を活

い
かして

新
あたら
しい方

ほう
法
ほう
論
ろん
の工

く
夫
ふう
ができるのではないか、と考

かんが
えま

した。

３．本
ほん
格
かく
的
てき
な検

けん
討
とう
の開

かい
始
し
―ラウンドテーブル―

　その本
ほん
格
かく
的
てき
な検

けん
討
とう
のためには、まずそれらの現

げん
状
じょう
や

実
じっ
態
たい
を知

し
り、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
への応

おう
用
よう
ができるのかどうか

を見
み
極
きわ
めることが必

ひつ
要
よう
不
ふ
可
か
欠
けつ
ですから、私

わたし
たちは「日

に

本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
スタンダードの構

こう
築
ちく
をめざす国

こく
際
さい
ラウンドテ

ーブル」を開
かい
催
さい
することにしました。昨

さく
年
ねん
5 月
がつ
に第

だい
１
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回
かい
を、続

つづ
いて 11 月

がつ
に第

だい
２回

かい
を開

かい
催
さい
し、去

さ
る 3月

がつ
25 日

にち

に、それまでの議
ぎ
論
ろん
や検

けん
討
とう
の成

せい
果
か
を紹

しょう
介
かい
することがで

きたのです。むろん、それは「完
かん
成
せい
品
ひん
」ではなく、い

わば「試
し
作
さく
品
ひん
」でした。第

だい
１回

かい
の議

ぎ
論
ろん
の中

なか
で、「スタ

ンダード」は（状
じょう
況
きょう
がつねに変

へん
化
か
することを考

かんが
えれば）

「完
かん
成
せい
品
ひん
」ではなく、その「過

か
程
てい
」において有

ゆう
効
こう
に機

き

能
のう
すればよいものである、という重

じゅう
要
よう
な指

し
摘
てき
がありま

したが、私
わたし
たちのはじめての「試

し
作
さく
品
ひん
」は、まだその

「過
か
程
てい
」の半

はん
分
ぶん
にも達

たっ
してはいないのです。そのほか

にも、「スタンダード」作
づく
りには、次

つぎ
のような視

し
点
てん
や

姿
し
勢
せい
が重

じゅう
要
よう
であることも分

わ
かり、これらが、私

わたし
たちの

「スタンダード」作
づく
りの基

き
本
ほん
となりました。

　・総
そう
括
かつ
的
てき
であること

　・開
かい
放
ほう
性
せい
があること

　・柔
じゅう
軟
なん
であること

　・創
そう
造
ぞう
的
てき
であること

　・ネットワーキングのためであること

　・強
きょう
制
せい
すべきものではないこと

　・ （完
かん
成
せい
品
ひん
ではなく、過

か
程
てい
であること）

　また、上
うえ
に紹

しょう
介
かい
した取

とり
組
く
みにはそれぞれの特

とく
長
ちょう
があ

りますが、とりわけ学
がく
習
しゅう
過
か
程
てい
と到

とう
達
たつ
目
もく
標
ひょう
との具

ぐ
体
たい
的
てき
な

結
むす
びきつきを明

めい
示
じ
した「ヨーロッパ言

げん
語
ご
教
きょう
育
いく
共
きょう
通
つう
参
さん
照
しょう

枠
わく
組
ぐ
み（CEF）」が私

わたし
たちの一

ひと
つの目

め
安
やす
となったのに

は、次
つぎ
のような理

り
由
ゆう
があります。それは、CEF があ

いまいな「級
きゅう
」や学

がく
習
しゅう
時
じ
間
かん
数
すう
を基

き
準
じゅん
に学

がく
習
しゅう
過
か
程
てい
と目

もく
標
ひょう

を設
せっ
定
てい
し、その評

ひょう
価
か
を行

おこな
うのではなく、コミュニケー

ション能
のう
力
りょく
重
じゅう
視
し
の考

かんが
え方

かた
から、学

がく
習
しゅう
の成

せい
果
か
として「…

ができる」という標
ひょう
準
じゅん
を、４つの「技

ぎ
能
のう
」と３つの

「発
はっ
達
たつ
段
だん
階
かい
」の組

くみ
合
あわ
せによって、具

ぐ
体
たい
的
てき
に整

せい
理
り
してい

るからです。いわゆる“Can-Do-Statement（CDS）”

の導
どう
入
にゅう
です。実

じつ
は、いま改

かい
定
てい
が検

けん
討
とう
されている「日

に

本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
」においても、やはりこの CDS が一

ひと
つ

の基
き
準
じゅん
になっています。私

わたし
たちはこれまでの３回

かい
の

ラウンドテーブルを通
つう
じて、「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
スタンダー

ド」の一
ひと
つの方

ほう
向
こう
性
せい
を見

みい
出
だ
しました。それは、国

こく
際
さい

文
ぶん
化
か
交
こう
流
りゅう
の一

いっ
環
かん
としての言

げん
語
ご
コミュニケーションの重

じゅう

要
よう
性
せい
に着

ちゃく
目
もく
した「相

そう
互
ご
理
り
解
かい
のための日

に
本
ほん
語
ご
」という考

かんが

え方
かた
で、しかも CEF や CDS を参

さん
考
こう
に、異

い
文
ぶん
化
か
・異

い

言
げん
語
ご
間
かん
コミュニケーションにおいて重

じゅう
視
し
される「課

か

題
だい
遂
すい
行
こう
能
のう
力
りょく
（Competence in accomplishing tasks）」

と「異
い
文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
能
のう
力
りょく
（Competence in international 

understanding）」の結
むす
びつきから、検

けん
討
とう
をはじめてみ

ようということです。

　最
さい
後
ご
になりましたが、この「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
スタンダー

ド」はまだ仮
かり
の名

めい
称
しょう
であることを予

あらかじ
めお断

ことわ
りしておき

ます。これから数
すう
年
ねん
の検

けん
討
とう
や研

けん
究
きゅう
を経

へ
て、やがて一

いち
人
にん

前
まえ
になったときに、改

あらた
めてその「本

ほん
名
みょう
」と姿

すがた
をみなさ

んにご紹
しょう
介
かい
したいと思

おも
います。

第
だい
1 回
かい
ラウンドテーブル（限

げん
定
てい
公
こう
開
かい
）では、各

かっ
国
こく
の言

げん
語
ご
政
せい
策
さく
の紹

しょう
介
かい

を中
ちゅう
心
しん
に 2 日

か
間
かん
の討

とう
議
ぎ
が行

おこな
われました。（2005 年

ねん
5 月
がつ
14 ～ 15 日

にち
）

「課
か
題
だい
遂
すい
行
こう
能
のう
力
りょく
」と「異

い
文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
能
のう
力
りょく
」とは、相

そう
互
ご
に関

かん
連
れん
するものです。

上
じょう
図
ず
は、学

がく
習
しゅう
過
か
程
てい
の進

しん
度
ど
に応

おう
じた二

ふた
つの能

のう
力
りょく
の発

はっ
達
たつ
をイメージした

一
いち
例
れい
です。（第

だい
3 回
かい
ラウンドテーブル発

はっ
表
ぴょう
スライドより）
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